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　日本においては1890年代から地上気温の観測が続けられており、その年平均値は変動しながらも年々上昇

し続けている。地上気温の上昇の原因は、主に都市ヒートアイランド及び気候変動による。そのため暖候期の

暑熱環境は、悪化してきている。 

　このような状況の中、政府の気候変動の影響に対する適応計画が2015年11月に公表されてから、地方自治

体においても適応計画に関心が集まり始めた。環境省や文部科学省などが立ち上げた研究プロジェクトが進む

につれ、先進的な地方自治体では適応計画が策定されていった。 

　本研究では、日本の地方自治体における気候変動適応計画の策定状況について、特に暑熱環境対策に着目し

て調査し、その実例について紹介する。
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